
 

2023 高知陸上競技協会が派遣する四国・全国大会の選手選考基準 

 

 

○ 国民体育大会 

 

１ 指定大会と選考対象となる競技会 

国体に出場しようとする者は、高知陸協が指定する下記の選考会(実施種目に留意)のいずれかに必ず参加

し、出場資格を取得しなければならない。（日本スポーツ協会から参加資格の特例措置を与えられた選手は

除く。また、成年および少年の部の300ｍについては、予選会の100ｍ・200ｍ・300ｍ・400ｍのいずれか

の出場、少年の部の300ｍHについては、予選会の200ｍ・300ｍ・400ｍ・110ｍH/100ｍH・300ｍH・400

ｍHのいずれかの出場で出場資格を得ることができる。） 

少年種別に該当する者は、第３次選考会には必ず出場しなければならない。但し、Ａ標準記録突破者につ

いては、病気・故障等の正当な理由がある場合はこの限りでない。（該当種目への申込は必ずすること） 

・ 第１次国体選考会（高知陸上競技カーニバル） 

・ 第２次国体選考会（高知県陸上競技選手権大会） 

・ 第３次国体選考会（国民体育大会高知県選手選考会） 

・ 国体少年B・共通種目選考会（全日本中学校通信陸上競技大会高知県大会） 

 

 ２ 記録の突破者及びその他選考基準となる条件等 

   国体選手の選考は、前項１の資格取得者の中から、次の標準記録突破者（A 標準及び B 標準）及びその

他選考基準となる条件を考慮して候補者を選考する。（標準記録は年度初めにHPに掲載する） 

（１）別に定めるA標準記録（原則として、前年度日本ランキング（日本・高校・中学）50傑相当の記録） 

の突破者を優先して選考する。但し、突破者が複数いる場合は強化普及委員会で選考する。 

（２）上記（１）の次に、別に定めるB標準記録の突破者および少年種別については第３次国体選考会で１ 

位となった選手を優先して選考する。 

（３）その他選考となる条件 

      ア 成 年  将来指導者として期待できる選手 

      イ 少年A  進学、就職等により競技を継続し、将来期待できる選手 

      ウ 少年B  強化指定選手等で将来期待できる選手 

（４）男女のリレーメンバーについては、強化普及委員会で参加人員枠を考慮して選考する。 

 

 ３ その他 

（１） 前項１、2の中から条件を満たした選手を強化普及委員会で選考し、理事会の承認を得た後、(公財) 

高知県スポーツ協会に推薦する。 

（２） 国体選考会で優勝しても候補選手になるとは限らない。 

 

 

 



 

 

○ 四国陸上競技選手権大会 

 １ 高知県陸上競技選手権大会の各種目１位、２位に入賞した選手を選考する。 

 ２ 上記選手を除くランキング上位者を選考する。（中学・高校生は当年度。一般については昨年度ランキ 

ングも参考とする。県外在住の高知県登録選手で四国選手権に出場する意思のある選手は、第３次国体 

選考会までに、シーズン最高記録を高知陸協事務局までメールもしくは郵送で報告すること。報告がな 

ければ、ランキングの対象にならないことがある。 

 ３ 出場を辞退する選手が出た場合は、強化普及委員会で選考する。 

 

 

○ 都道府県対抗男子駅伝大会 

  １ 第5回長距離記録会を最終選考レースとして中学・高校生の候補選手を決定する。 

  ・中学生・高校生ともに記録上位選手による候補選手決定レースを設定し、その中で中学生の上位 1 名、

高校生の上位2名を候補選手として決定する。 

  ・候補選手決定レースに出場する選手についてはその年のレベルを考慮して、標準記録を設ける。  

２ 項目１以外の選手については中学・高校・一般ともに、該当年度の4月1日から第5回高知県中長距離

記録会までの選考対象種目による記録上位者より選手を選考する。ただし、中学、高校は9月以降の記録

を対象にする。また、一般は当該年度の各種大会結果の結果も踏まえ、総合的に判断する。 

  ・選考種目の成績とは次の種目を基本に考える。 

   ・一般 5000m 10000m 10km 20km ハーフマラソン 

   ・高校 5000m  ・中学 3000m 

３ 中学・高校生は、9月以前に設定した標準記録（中学校8’55”ランキング120位相当・高校14’30”

ランキング300位相当）を突破、もしくは全中、インターハイで決勝進出の選手については項目２との比

較の上、選考の対象とする。 

４ 候補選手に選ばれた選手は特別な理由がない限りスタッフの指定する練習会や合宿に参加する義務を

負う。 

 

 

○ 都道府県対抗女子駅伝大会 

 １  選考については下記の標準記録を設定し、突破者の中から優先的に先行する。  

一般・高校 ３０００ｍ ９分４０秒   ５０００ｍ １７分０５秒 

         中学 ３０００ｍ １０分００秒 

        標準記録突破者が多数の場合、記録上位を優先的に選考する。 

２  中学・高校・一般ともに、１１月２５日（土）の中長距離記録会（高校生５０００ｍ 中学生３０００

ｍ）の上位者及び同日のレースまでのトラック競技の記録上位者から選考する。 

３  トラック競技の記録とは次の種目を基本に考える。 

         ・一般 ５０００ｍ及び１００００ｍ 

         ・高校 ３０００ｍ及び５０００ｍ 

         ・中学 ３０００ｍ 



 

 

○ U１６日本陸上競技選手権大会 

１  男子（１００ｍ・走幅跳・走高跳・砲丸投・棒高跳）、女子（１００ｍ・走幅跳・走高跳・砲丸投）は、日本

陸連が設定した参加資格に該当する者。（記録と対象となる期日は、日本陸連のホームページで確認すること） 

２  男子（１１０ｍJH・三段跳・円盤投・ジャベリックスロー）、女子（１１０ｍYH・棒高跳・三段跳・円盤

投・ジャベリックスロー）は、２０２３年４月１日から四国中学総体終了時点の公認記録で、各種目のランキ

ング１位の選手を推薦する。１位の選手が辞退した場合は、２位以降の選手とする。ただし、本競技会申し込

み種目の選手内で選考を行い、申し込みのない選手は選考の対象としない。なお、選手選考は高知陸上競技協

会が行う。 

３  男子（１５０ｍ・１０００ｍ）、女子（１５０ｍ・１０００ｍ）は、U１６日本陸上競技選手権大会高知県選

考会で1位の選手を推薦する。1位の選手が辞退した場合は、2位以降の選手とする。 

（１） 同着の場合は、予選の記録上位者とする。（参考記録も認める） 
   （２） 予選記録も同じ場合は、１５０ｍは１００ｍと２００ｍ、１０００ｍは８００ｍの２０２２年４

月１日からU１６日本陸上競技選手権大会高知県選考会までの記録をスコアリングテーブルで比較し、

上位の者を選考する。 

  （３） （２）も同じ場合は、U１６日本陸上競技選手権大会高知県選考会中に選考レースを行う。 

 

 

○ みんなでつなごうリレーフェスティバル 

  県選抜リレーチームの編成は、学年は関係なく、２０２３年４月１日から四国中学総体終了時点の１００ｍ

ランキングの上位６名の選手を選考する。選手が辞退した場合は、７位以降の選手を順に選考する。ただし、

U１６日本陸上競技選手権大会高知県選考会の１００ｍに申し込んでいる選手内で選考を行い、申し込みのな

い選手は選考の対象としない。なお、選手選考は高知陸上競技協会が行う。 


